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被災者および被災地域の復旧・復興

福島⼤学の様々な潜在⼒（研究シーズ・地域貢献事例等）
を活⽤し、地域社会に貢献する

2022.4

センターの3つの部⾨
・社会課題への実践的取組・研究（復興⽀援を含む）
・新規事業開発・起業⼈材育成
・市⺠活動⽀援

福島⼤学のマスコットキャラク
ター「めばえちゃん」もFURE
から⽣まれました！

地域未来デザイ
ンセンター
（CFDC）の
ロゴは三浦学⻑
のデザイン！

センターの4つのビジョン
① ⼼を満たす幸福度の⾼い地

域づくり（暮らし）
② 未来に続くビジネスの創出

（産業）
③ 年代を問わずチャレンジで

きる⼈づくり（⼈材育成）
④ 誰にも⽣きにくさを感じさ

せない社会（⼈権）

地域未来デザインセンターとしての、
相双地域⽀援サテライトの位置づけ

� 市⺠中⼼主義と産官学⺠連携で取り組む復興⽀援活動
� 福島⼤学地域未来デザインセンターが重視する「市⺠中⼼主義」と「産
官学⺠連携」により、また福島⼤学の学知と、⼤学⽣の⾃発的な⼒、
12市町村および避難先に定住された住⺠との広域連携により地域復興
⽀援、教育環境整備、及び企画・連携の各業務に取り組む。
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「地域未来デザインセンター」は「デザイン思考」を⼤事にするよ！
「デザイン思考」は従来の「技術」や「市場」を中⼼にしたイノベーションへの
アプローチと違い、「⼈間」を中⼼にしたイノベーションへのアプローチだよ。
「技術」と「市場」にもとづくイノベーションの産物である原⼦⼒発電所の事故
を東京電⼒が起こしてしまった浜通りに、「⼈間」を回復するためのイノベー
ションを「市⺠中⼼主義」と「産官学⺠連携」によって起こしていくよ！「ソウソウグッドくん」

相双地域⽀援サテライトの
キャラクター
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ミッション：住⺠帰還と移住定住の促進

・福島大学の現地拠点 （地域と大学を結ぶ）

大学の学知と、大学生の自発的な力を活かしたソフト面の支援・整備

・大学が有する中立的な立場を活かした活動

町村の枠を超えた広域連携・交流の推進 、行政と住民を繋ぐ

相双地域⽀援サテライトの役割（地域に根差したコミュニティ主体の復興に向けて）

F1、F2の廃炉の取り組み

除染、中間貯蔵施設

ライフライン、道路の整備

住宅、学校、病院建設

企業、研究施設の誘致

ハード⾯の整備 ソフト面の整備

サテライトの役割
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帰還者等※のコミュニティ再構築

災害の記憶と伝統文化の継承

学びの場、挑戦の地としての価値創出

子ども・若者支援、教育環境整備

関係人口の拡大

※帰還者等：帰還者、
避難者及び移住者
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2025年度 福島⼤学相双地域⽀援サテライト 復興⽀援専⾨員名簿
担当、その他職名勤務先スタッフ名
経理・総務担当コーディネーター⾦⾕川キャンパス北⼭ 真理⼦
地域復興⽀援担当
川俣町・飯舘村担当

コーディネーター⾦⾕川キャンパス前⽥ 悠

地域復興⽀援担当
広域連携担当、⼤熊町・富岡町副担当

研究員⾦⾕川キャンパス松原 久

地域復興⽀援、情報発信担当
⽥村市・葛尾村担当

コーディネーター富岡サテライト佐藤 孝雄

地域復興⽀援担当
楢葉町・広野町担当

研究員富岡サテライト⼭⽥ 美⾹

地域復興⽀援担当
⼤熊町・双葉町担当

コーディネーター富岡サテライト加賀⾕ 環

教育環境整備担当コーディネーター富岡サテライト⾼野 真幸
地域復興⽀援担当
富岡町・川内村担当

コーディネーター富岡サテライト三枝 和代

地域復興⽀援担当
浪江町・南相⾺市担当

コーディネーター浪江サテライト伊藤 航

地域復興⽀援担当
浪江町・南相⾺市、双葉町副担当

研究員浪江サテライト⼭⽥ 修司
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